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電気化学発光セル (LEC)は電解質を混合した発光性ポリマーを活性層とするデバイスで、主に作製プロ
セス上の優位性から注目されてきた。LECは、印加電界および注入キャリアとの相互作用によって素子内
の電解質が再分布し、界面電気二重層および p-i-n接合を形成することで動作すると考えられている [1]。し
たがって、LECの動作機構を詳細に理解するためには、電解質とキャリアとの相互作用により刻々と変化
する素子の過渡特性を解析する必要がある。本研究では、変位電流評価法 (DCM)を用いて LECの過渡的
な電気特性と発光特性を同時測定し、その動作機構を解析した。
測定対象とした素子は ITO/Super yellow (SY):P66614-TFSA (4:1)/Al構造の縦型 LECである。発光特性は
アバランシェフォトダイオード (APD)によって測定した。DCM測定では、まず一定電圧を 120秒間印加す
ることで電気化学ドーピングを促し、その直後から 100周期分の三角波電圧を印加することで電流および
発光強度の過渡的変化を追跡した。三角波の掃引速度は 200 V/sとした。
図 1は、一定電圧 (2.6 V)印加後の過渡 DCM特性 [(a)電流特性, (b)発光特性]である。これらの特性は
三角波印加開始直後から激しく変化し、100周期後にはほぼ定常状態に達した。周回が進むにつれて、変位
電流値（蓄積電荷量に相当）、コンダクタンス、発光強度が減少しており、定電圧印加中に形成・保持され
ていたドープ状態が、三角波印加中の電荷放出に伴い徐々に解消していく様子を示しているものと考えら
れる。一方、最初の 20周期程度までの実電流および発光しきい値電圧の変化は小さく、両電極界面の電気
二重層はこの間保たれていると考えられる。
図 1(c)は発光効率（APD出力/電流密度）の周回依存性である。周回が進むにつれて発光効率が向上して
おり、ドープ状態解消との相関が示唆される。過度なドーピングの進行により、発光領域が制限され蓄積電
荷による励起子消光が起きていること、発光領域が電極近傍に偏っていることなどが予想される。
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図 1: SY-LECの過渡 DCM特性（2.6 V, 120 s印加後、200V/sの三角波を 100周期分印加） (a)変位電流特
性、(b)発光特性、(c)発光効率
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